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1

研究の背景
z1960年代⽣まれ以降、⼥性の無⼦割合が急速に⾼まっている

※40歳代半ば以降の時点における⼥性の無⼦割合
1900−05年⽣まれ 10.4％（国勢調査データ）
1942−47年⽣まれ 8.9％（出⽣動向基本調査データ）
1955年⽣まれ 11.9％（Human Fertility Database）
1960年⽣まれ 16.6％（HFD）
1965年⽣まれ 22.1％（HFD）
1970年⽣まれ 26.9％（HFD）
1974年⽣まれ 28.1％（HFD）

z無⼦の多くは未婚由来であり、⼥性より未婚率の⾼い男性は、無⼦
⼈⼝割合も⼥性より⾼いとみられる。

z無⼦に関する研究は⽇本ではまだ少なく、さらに「男性の無⼦」を
扱った研究はほとんどない。
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男性の無⼦に関する先⾏研究
z男性は、⼀般的に⼥性より未婚率が⾼く、おしなべて⼥性より無⼦
割合は⾼い（Miettinen et al. 2015）
z無⼦男性の特徴として、離婚経験がある、低学歴、低賃⾦の職業、
健康状態が悪いといった属性が多くみられるが、国によって状況は
異なる（Tanturri et al. 2015; Kreyenfeld and Konietzka 2017）
z⼥性と⽐較して、婚外／前婚出⽣について履歴を過少報告する傾向
があるなど、男性の出⽣歴把握は問題が多い（Rendall et al. 1999）
z⾃発的無⼦⼥性の特徴的属性は、平等なパートナーシップ志向、世
俗化、⾼学歴または特定の専攻（教育・保健）、都市居住、専⾨職、
離死別経験、晩婚・未婚などが⾒出されているが、男性ではこれら
は有意であったり、なかったり、⽅向が異なったりすることがある。
z⽇本の男性無⼦の研究︓菅（2008）は40歳時点の既婚男性の無⼦の
決定要因を分析→初婚年齢と初婚解消が無⼦確率を⾼める

3

研究の⽬的
z⼈⼝動態統計など公的な調査で出⽣データが取れる⼥性
と異なり、男性の出⽣⼦ども数は学術的な標本調査をも
とに推計するしかないことが多い。

z本研究では、「出⽣動向基本調査」のデータを⽤いて、
⽇本における男性の無⼦割合の推計と無⼦の未婚男性の
特性を探る分析を⾏う。

※使⽤した「出⽣動向基本調査」の個票データは、国⽴社会保障・⼈⼝問題
研究所調査研究プロジェクト「出⽣動向基本調査プロジェクト」のもとで、
統計法第32条に基づく⼆次利⽤申請により使⽤の承認を得たものである。
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研究課題とデータ
1. ⽇本における男性の無⼦割合について、国勢調査、出⽣動

向基本調査（第10・14・15回）のデータを⽤いて推計する
2. 出⽣意欲データを⽤いて、無⼦の男性独⾝者の中で「無⼦

志向」の男性を識別する。
3. 無⼦の未婚男性に注⽬し、特徴的な属性があるかどうか検

討する
※本研究では、調査時点までの出⽣⼦ども数がゼロの場合を無
⼦とする。
※第10、14、15回データを⽤いるのは、独⾝・有配偶両⽅の
調査時点までの⽣涯出⽣⼦ども数が把握できるため。

5

男性の無⼦割合の推計⽅法
z国勢調査の年齢5歳階級（20〜49歳）・配偶関係別の男性⼈⼝に、
出⽣動向基本調査（夫婦調査・独⾝者調査）で集計した年齢別⼦ど
も有無割合を掛けて、配偶関係別の⼦ども有無別⼈⼝を求め、男性
の無⼦⼈⼝割合を推計

z今回の推計⽅法の限界
１．再婚男性が前婚で⼦供を持っていてもデータに出てこない
（調査では、夫の⼦ども数は「現在の結婚」のデータしかない）
２．妻の年齢が50歳未満の夫しかデータがない（調査対象者が「妻
の年齢50歳未満の夫婦」であるため）

このため、 有配偶男性の無⼦割合は実際より⾼めに出る可能性
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20-49歳男性の無⼦割合の推計結果
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独⾝無⼦男性のタイプ分類
z無⼦の独⾝者を出⽣意欲の有無で分類
→希望⼦ども数０⼈＝無⼦志向者
→希望⼦ども数１⼈以上＝有⼦志向者

9

調査回別にみた未婚男性の
無⼦志向者割合
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無⼦志向の未婚男性の特性
に関する分析
z使⽤データ︓第15回出⽣動向基本調査（独⾝者調査）
z分析対象︓男性、35歳未満、既卒
z無⼦志向＝1、有⼦志向＝０の２値変数を従属変数とし
たロジスティック回帰分析
z独⽴変数に、社会経済要因（学歴、年収）、パート
ナーシップ要因（離死別経験、交際状況）、⽣育環境
（乳幼児ふれあい経験、15歳時都市圏居住）、価値観
（家族志向）を含めた。

11

記述統計
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分析
結果

13

まとめと考察
z男性の無⼦⼈⼝割合は、（⾼めに出ている可能性はあるもの
の）⼥性より⾼く、1960年代⽣まれで３割にのぼる。
z３割という男性の無⼦割合は、国際的にみても⾼い。
z未婚男性の無⼦志向者割合は、35歳未満層では１割弱。40年
代⽣れよりも60年代⽣れで明らかに⾼まっている。
z35歳未満層の無⼦志向男性について分析すると、低所得、交
際異性なし、乳幼児ふれあい経験が少ない、15歳時都市圏居
住、仕事志向といった要因が有意な予測因⼦であった。
z社会経済要因、⽣育過程要因の両⽅が有意。⼦供との親和性
が低く（ふれあい経験少）、さらに不利な経済要因が加わる場
合に無⼦志向となる傾向
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考察と課題
zMiettinen (2010)によれば、無⼦には２種類の「意図的な無
⼦」の⼈々が⾒出せる
→⾃発型の無⼦︓⼦どもを持つつもりはなく、⼦どもなしのラ
イフスタイルを選好。その決定要因としては⽣育歴が関連が深
い。
→放棄型の無⼦︓かつて出⽣意欲はあったが、親になることを
どこかの時点で放棄し、現在は⼦どもを持つつもりはない。そ
の決定要因としては社会経済地位やパートナーの⽋如が関連が
深い。
z⽇本のデータ分析からは、経済要因の影響が強く、放棄型無
⼦が多いとみられるが、⾃発型無⼦の特徴である⽣育過程要因
も有意であり、両者を識別できる⽅法・データを探っていくこ
とが課題。どちらのタイプが多いかで政策的対応も異なる。
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ご清聴ありがとう
ございました
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